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人々が注目する中新たな元号も発表され、新年度を迎えました。 

季刊えぬさぽは、秋以降冬を飛び越し春号のお届けです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

少子高齢化や人口減少に直面する時代に、福祉や防

犯・防災、子育て支援などのさまざまな地域課題につ

いて、まちづくり協議会や地域自治協議会など地域コ

ミュニティを再編し、地域が主体性を発揮して取り組

む「小規模多機能自治」が全国各地で広がっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そして、NPO のような自主組織と地縁組織の連携も

今後ますます必要になります｡ 

小規模多機能自治推進ネットワーク会議は、2016

年小規模多機能自治組織の組織化や拠点づくり、人材

育成対策など情報共有や施策提言を目的として設立

された組織です。N サポ理事会は、清水市民活動セン

ターの指定管理者として NPO や自治会組織の支援を

おこなっている団体として加入することを議決しま

した。 

同会議への4月1日現在の加入数は、自治体251、

団体３６、個人 15ですが、全国的な組織としてネッ

トワークはさらに広がっていくと思われます。 

加入によって事務局担当の島根県雲南市からは、メ

ーリングリストにより各地の情報が送られてきます。

今のところ理事会で共有していますが、希望される会

員には転送しますので、事務局までご連絡をお願いし

ます。
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13 年を迎える市民活動センター 

 清水市民活動センターができて 13年目。そしてN サポが指定管

理者となって 10年という年でもあります。 

 オープン以来の利用団体も多く、その活動の成果がありつつも 

人材や資金確保を課題と感じているケースが少なくありません。 

 20 年前NPO 法が成立し、多くの NPO 法人が誕生しました。現

在、法人数は 5 万団体と言われていますが、活動の休止あるいは実

態がつかめない団体も増加しています。 

 市民活動センターでも、利用登録数の年間数値目標を揚げていま

すが、解散や休止を理由に登録取り消しをする団体もあり、昨年度

は新規登録 15 に対し、取消は 13 団体でした。  

利用団体アンケートからは、センター事業に支えられているとい

う感謝の声が多数聞かれます。しかし、頑張っている団体にはより

一層の応援が必要であると感じています。 

新年度にあたり、今までの事業を検証し、より実効性のある事業

を展開していけるようスタッフ全員で取り組んでいきます。 

  

 

 

小規模多機能自治推進ネットワーク会議に加入しました 

2018 年に N サポが運営を委託された富士市のまちづ
くり交流会でも、先進事例として雲南市の取り組みが紹
介されました。講師はネットワーク会議の事務局を担う
雲南市職員板持さん。 



第 7 回定期総会のお知らせ 

下記により(特活)ＮＰＯサポート・しみずの定期総会を行ないます。ご出席をお願いいたします。 
日 時：2019 年 6 月 1 日(土) 10:00 より 
会 場：清水市民活動センター 第 1 会議室 

総会のご案内はあらためてお送りしますが、欠席の場合は委任状をご提出ください。 

 

 

 

 

後半に受託事業が続き、事業報告の提出まで慌ただしい年度末となりましたが、会員のみなさまの協力もあり

無事終了することができました。 

静岡県防犯まちづくり講座 

「防犯まちづくり専門講座」から「防犯まちづくり講座」となり、広く一般市民に向けての講座の意味合いが

含まれています。常連の防犯アドバイザー協会々員のほか、沼津、富士から浜松地域からも参加がありました。 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

定員が 40 名に増え定員割れが心配されましたが、両講座とも多数の参加がありました。子どもたちもスマホ

をあたりまえのように使う時代になり、連れ去りや障害事件など子どもが巻き込まれる事件が多発しています。

学校関係、放課後デイの職員など若い世代からの参加や問い合わせが増えたことからも、早急に積極的な防止対

策が求められていることがわかります。 

 静岡県主催のこの講座も団体として 9回目の受託になりましたが、広報対象、広報媒体が徐々に変化し、今後

は講座の運営以上に参加者をどう集めるかを考えていかなければならないでしょう。 

 

富士市地域の力こぶ増進事業 
 富士市は、住民主体の地区まちづくり活動の活性化や持続可能な地域コミュニティづくりのための「地域の力

こぶ増進計画(富士市まちづくり活動推進計画)」をすすめています。Ｎサポは、30 年度もメイン事業のまちづ

くり交流会や、広報講座の企画運営を担当しました 
 
 
 
 
 
 
 

30 年度委託事業終了 

2/17 ネットスマホ問題～情報社会の落とし穴～ 
 

静岡大学 塩田信吾先生 

3/9 子ども・女性安全対策 
        犯罪から私たちは何を学ぶべきか 

ステップ総合研究所 清永奈穂先生 

2/2 まちづくり交流会 

各地区の「まちづくり」の担い手が市庁舎に集まり、

事例発表や意見交換をおこないました。 

1/23、2/15、3/12  

広報パワーアップ講座 

各地区で広報紙を担当し

ているみなさんと広報紙

作りを学ぶ連続講座をお

こない、大好評でした。 

 


